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平成20年度決算報告
歳入は１９２億５０８万円、歳出は１７９億４４７万円

厳しい財政状況の中で、効率的な事業実施に努めました。

健全財政を確保しつつ、
理想とするまちの実現を目指した

　平成20年度は、厳しい財政状況の

中で「海と緑と笑顔がきらり輝く御

前崎」の実現を目指し、行政改革の

推進に努めるなど、効率的な行政運

営に取り組みました。

　一般会計の歳入決算額は、192億

508万円となりました。市税や財産収

入、各種手数料などの自主財源は、

137億7,687万円。これは歳入総額の

71・８㌫を占めています。

　一般会計の歳出決算額は、昨年よ

りも６億6,708万円少ない、179億447

万円でした。減額の主な要因は、消

防費と教育費の減額によるもので、

消防費は前年度に防災無線の整備工

事が完了し、工事費が約４億円減額

になりました。教育費は教育施設を

建て替える際の資金となる基金の積

立金が前年度より７億円減額したこ

とが挙げられます。

　財政状況の

指標である健

全化判断比率

も基準をクリ

アし、健全財

政を維持して

います。

地方譲与税・交付金
18億7,825万円（9.8％）

市債
4,950万円（0.2％）

国庫・県支出金
35億46万円（18.2％）

その他
16億58万円（8.3％）

使用料・手数料
2億6,134万円（1.4％）

分担金・負担金
1億1,820万円（0.6％）

繰入金
8億5,825万円（4.5％）

議会費
1億2,334万円（0.7％）

諸支出金
7,362万円（0.4％）

総務費
34億3,403万円（19.2％）

民生費
27億2,089万円（15.2％）

衛生費
31億4,916万円（17.6％）

農林水産費
8億4,845万円（4.7％）

商工費
4億6,297万円（2.6％）

土木費
27億176万円（15.1％）

消防費
5億9,747万円（3.3％）

教育費
31億8,158万円（17.8％）

公債費
6億530万円（3.4％）

市税
109億3,850万円（57.0％）

労働費
590万円（0.0％）

自主財源

依存財源

歳入 192億508万円

歳出 179億447万円（目的別グラフ）

歳出 179億447万円（性質別グラフ）
積立金
14億7,506万円
(8.2％）

貸付金・出資金
3億3,560万円
(1.9％）

繰出金
13億1,616万円
(7.4％）

普通建設事業費（単独）
35億5,216万円
(19.8％）

普通建設事業費（補助）
4億90万円
(2.2％）

維持修繕費
9,896万円
(0.6％）

物件費
24億7,226万円
(13.8％）

補助費など
41億2,399万円
(23.0％）

扶助費
10億3,646万円
(5.8％）

公債費
6億530万円
(3.4％）

人件費
24億8,762万円
（13.9％）

経常的経費
108億2,459万円(60.5％)

投資的経費
39億5,306万円(22.0％)

その他経費
31億2,682万円(17.5％)
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